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の様に形成過程で惑星系を定義すると、今回の主星はこれまでで最小と言えます。褐色矮星に惑

星の元となる円盤があることは最近観測されつつありますが、実際に惑星の観測は初めてです。 

� 現在一般的に受け入れられている惑星形成理論では、惑星は温度が十分低い外側で形成され

易いと予想されています。そこでは岩石のコアに水蒸気が氷となって凝縮して惑星が成長し易く、そ

の境界を“氷境界“と言います。これまでマイクロレンズ法での観測で M ဳᤊߩ᭽ߥዊߥߐᤊߩ๟
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